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1 ．は じ め に

　戦後す ぐに 、GHQ の 強い 指導の もとに作

成 され た と い わ れ る文 部省 「新教育指針 」

（1947 年）で は、「新 日本教育 の 重点」 の ひ

とつ と して 「科学的教育 の 普及」 が位置づ け

られ 、
「日本 国民 の 科学的水準が低 い の は何 ゆ

え で あ る か 」 と い う問 い に対 し て 「生 活 の 科

学化が 不十分で あ っ た 」点 も指摘 され て い た 。

し か し本研究が 着 目す る よ うに 、戦時下 に お

い て も 「牛 活 の 科学化」 は 重要な課 題 と して

位置づ け られ、実際に 大 きな国民 運 動 と して

取組 まれ て い た の で あ る。

　戦後 の 「生活 の 科学化 」 と戦時下 の それ と

は ど の よ うな 関係 に あっ た の か、こ の 点に っ

い て の 歴 史的な検討は ほ とん ど行な われ て い

ない 。そ れは 、戦時下 に そ の よ うな運 動が あ

っ た こ とは 知 られて い て も、その 実態 が十分

に把握され て い な い た め で も あ る 。

2 ．「生活科学」 の 強調

　 日本 にお い て 「生活 科 学」 が 注 目され る よ

うに な る の は 、1941 年 に 入 っ て か らで あ っ た 。

戦前 の 教育科学研 究会 の リ
ーダー

的存在で あ

っ た城 戸幡太郎 を代表者 とす る 「生活科学研

究会」 が結成 され 、『婦人公論』 エ941 隼 4 月

号に は 同会主催 の 「生活 科学ゼ ミナ
ー

ル 1 会

員 の 募集広告が掲載 され て い た。 こ の よ うな

ゼ ミナ ール に よ る国民生活指導者教 育をふ ま

えて 、1941 年 7 月 31 日に 「国民生活 協会」

が結成 され 、1942 年 4 月 には 同 協会 に よ っ

て 「国民生活学院」 「国民生活学院 附属生活科

学研 究所」 が設立 され た。また 、大政翼賛会

か ら助成金 を受 けて 「国民 生 活科学化協会」

が 、名誉会長 とし て 当時 の 厚生大 臣小 泉親彦 、

会長 に大 河内 正敏 、顧問に文部大 臣橋 出邦彦

らをす え て 1941 年 9H に設 立 された 。 さ ら

に 、小 泉親彦 の 「人 文科 学、自然科学の 両分

野 に わ た り有能 な専門家 を集 め て 権威 ある厚

牛省の 外 郭機関を つ く り、生 活科学の 基 礎の

確立 をは か る」 とい う意 図 を受け て 1941 年

12 月に は 「口本生活 科学会」 が 設立 され た。

3 ，月刊誌 『生 活科学』

　月刊 誌 『生 活科 学』 は、1942 年 1 月 に創

刊 され 、国民 生活科学化 協会 と東京 日 日新聞

社 ・大 阪毎 日新 聞社 が 監修 し て い た。 1945

年 4 月 に休 刊 し 、 1946 年 7 月 号が 内
：刊第

一

号で あ っ た。筆者 は こ れ ま で に、 1942 年 1

月 号〜6 月号、8 月号〜43 年 5 月号 、44 年 1

月 号、6 月 号 、11 月 号 、
45 年 1 月 号 、 3 月号

を入 手 す る こ とが で きた 。

　本研 究で は 、戦時 ドの 「生 活 の 科 学化」 の

実態 の 解 明を、主に 月刊誌 『生活科 学』 の 内

容 の検討 を通 し て 、試み る こ とにす る。そ の

うえで 、戦後 の 「生 活 の 科学化 」 と の 関係 に

つ い て 、検討 を加 える。
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